
９月５日付け自治体部報②は、日本共産党愛

知県委員会のホームページに掲載されている

［県政資料］2020.8.27の原稿の一部に自治体部

の責任で加筆修正したものです。

９月議会では多くの自治体で、感染者の自宅

療養をめぐり、市町村と県保健所との関係が課

題として取り上げられています。

みなさんの質問や要請で明らかになったこと、

ますます疑問に感じたことなど、県自治体部ま

でお知らせください。

名古屋市 インフル予防接種に補助

名古屋市は子どもや妊婦を対象に今シーズン

のインフルエンザ予防接種費用について、一回

当たり千円を補助する方向で検討に入りました。

１回あたり３５００円から４０００円程度の

接種費用が２〜３割軽減できるとしています。

生後６ヶ月から小学２年生まで、妊婦の計約

１９万人が対象で予算額は約１億８千万円に。

厚労省のインフルとコロナに関する秋の対策

方針を踏まえて対象を決定したとのこと。

県下では、子どものインフル予防接種への助

成は１１市町村。無料実施は、知多市、設楽町、

東栄町、豊根村です。（自治体キャラバン2019）
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新型コロナウイルス感染症と保健所行政 別表

右二つは感染者と保健師数の対比


